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　セントラルグループ
　恵那市大井町1202-4

せんとらるライナー
３８号

一般社団法人日本建設介護複業企業育成機構（JACCA）を設立

 　昨年、三菱東京UFJ銀行が主催した、「新たな事業にチャレンジする

中小企業のためのビジネスサポートプログラム「Rise Up Festa」の優秀

賞の受賞事業所として、1月27日に開催された「第12回 Business Link 商

売繁盛 at PACIFICO YOKOHAMA」にブース出展いたしました。

　数百社が出展する中で、「Rise Up Festa受賞事業所コーナー」が設置

され、全国から多数の来場者にお立ち寄りいただき、弊社の進める建設

と介護の“複業化”モデルを存分にPRできた有意義な一日でした。

 パシフィコ横浜において、三菱東京UFJ銀行主催の

「第12回 Business Link 商売繁盛 at PACIFICO YOKOHAMA」
                                                                       に出展いたしました

代表理事　阿部　伸一郎

　
こ
の
度
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰

「
先
進
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
表

彰
」
の
2
1
者
に
中
部
地
区
か
ら

は
、
唯
一
セ
ン
ト
ラ
ル
建
設
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
経
済
産
業
省
が
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
リ
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
に
貢
献
す
る
事
業
者
を
表
彰

し
、
今
後
の
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
全
体

の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
も
の
で
す
。

建設と介護の「複業化支援事業」を
社団法人に移管しました

　セントラルグループが、全国に向けて展開している建設と介護の複業化支援

事業は、これまでに経済産業省の「がんばる中小企業300社」、国土交通省の

「フロンティア事業」を始め数々の推奨事業認定を受け、現在までに１３県の

１７社に採用されています。

　この複業化モデルを導入した各社は経営を改善させ、それぞれの地域の様々

な需要を支える存在となって企業価値を高めております。

　この度、社会的、公益的な意味合いの強いこの複業化支援事業を、今まで以

上のスピードで広範囲に発信して行くために一般社団法人日本建設介護複業企

業育成機構（JACCA）を組織し、同部門を社団法人に移管することとなりまし

た。

　今回の社団法人化によって一民間企業の枠を超えた存在として、より強固な

体制での研修アカデミーの展開に努めて行く所存であります。どうぞJACCAの

活動にご期待下さい。

介護の現場から

住
セントラルグループが贈る

住宅介護
総合イベント

☆新築・リフォーム相談会
＆介護相談会
同時開催！

☆水廻り商品展示会

　☆建材展示会

　　☆縁日コーナーなど

【開催場所・日時】

恵那市民会館
４／２５（土）
10：00 ～ 17：00

４／２６（日）
10：00 ～ 16：00

今年４月、介護保険の負担額が変わります
　我が国では、10年後の2025年に、3人に１人が６５歳以上に、５人に１

人が７５歳以上になる「大介護時代」が到来します。こうした時代を目

前にし、持続可能な社会保障制度の確立を図る目的で、今年の4月より介

護保険の負担額が変わります。

　介護保険のサービスは、介護を受ける場所や内容に応じて複雑に変わ

るため、一般の方には極めて解り辛いものです。ご自分で調べるのも大

変なことです。そんな場合は、どんなことでも結構です。どうぞお気軽

にKanekuまでお問い合わせください。

Kaneku ケアプランセンター瑞浪

0572-26-8819

Kaneku コーポレーション

ライフケア事業部

0573-26-1811

経済産業省から
「がんばる中小企業 300 社」につづいて

経済産業大臣表彰
「先進的なリフォーム事業者表彰」

に採択されました。

　
今
回
、
住
友
不
動
産
・
エ
デ
ィ
オ
ン
・
L
I
X
I
L
な
ど
等
の
著
名
な
大
手

企
業
に
交
じ
っ
て
、
弊
社
の
様
な
ロ
ー
カ
ル
業
者
の
取
り
組
み
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
、
大
変
な
名
誉
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
選
考
理
由
に
あ
っ
た
、
「
建
設
と
介
護
の
複
業
化
」
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
全
国
の
中
小
建
設
業
者
の
経
営
革
新
に
貢
献

し
て
行
く
と
共
に
、
建
設
と
介
護
を
通
じ
て
当
地
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
成
ら
ん
た
め
の
企
業
努
力
を
重
ね
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
何
卒
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
ら
ん
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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６
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読
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尚
友
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読
書
を
し
て
昔
の
賢
人
を

　
　
　
　
　

友
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す
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こ
と
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所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
。
文
学

も
然
り
だ
。
宗
教
改
革
期
の
フ
ラ

ン
ス
に
は
独
自
の
モ
ラ
リ
ス
ト
文

学
が
存
在
し
た
。
こ
の
モ
ラ
リ
ス

ト
文
学
と
は
、
人
間
の
生
き
方
を

研
究
し
、
人
間
の
思
考
や
習
性
に

表
れ
る
特
徴
を
文
章
で
綴
っ
た
も

の
で
、
そ
の
代
表
が
箴
言
（
し
ん

げ
ん
）
で
あ
る
。
箴
言
と
近
い
言

葉
に
格
言
が
あ
る
。
両
者
の
違
い

は
、
格
言
が
「
あ
る
べ
き
人
間
の

姿
」
を
説
く
の
に
対
し
て
、
箴
言

は
、
「
人
間
っ
て
こ
う
い
う
と
こ

あ
る
ぞ
」
「
人
間
は
、
こ
う
言
う

時
、
こ
う
い
う
行
い
す
る
ぞ
」
と

言
う
よ
う
な
、
誰
し
も
が
思
い
当

た
る
節
を
短
い
風
刺
的
な
文
章
で

表
現
し
た
も
の
を
指
す
。
日
本
人

向
け
に
解
り
易
く
説
明
す
る
な
ら

ば
、
「
赤
信
号
、
み
ん
な
で
渡
れ

ば
怖
く
な
い
」
の
様
な
皮
肉
の
利

い
た
も
の
が
、
箴
言
で
あ
る
。
文

章
で
表
現
し
た
「
風
刺
画
」
と
も

言
え
よ
う
。

　
モ
ラ
リ
ス
ト
文
学
の
先
駆
者

は
、
1
6
世
紀
の
哲
学
者
モ
ン

テ
ー
ニ
ュ
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス

は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
シ
タ

ン
ト
の
宗
派
間
闘
争
激
し
き
頃
。

彼
は
、
そ
の
抗
争
劇
の
背
後
に
隠

さ
れ
た
人
間
の
本
質
を
箴
言
集
に

し
『L

e
s
 E

s
s
a
is

（
エ
セ
ー
）
』

と
言
う
タ
イ
ト
ル
で
発
刊
し
た
。

我
々
が
普
段
か
ら
使
う
「E

s
s
a
y

（
エ
ッ
セ
イ
）
」
と
言
う
英
単
語

は
、
こ
の
著
に
由
来
す
る
。
お
よ

そ
、
そ
の
百
年
後
。
こ
の
『L

e
s
 

E
s
s
a
is

』
を
枕
頭
の
書
と
し
、
よ

り
辛
辣
で
刺
激
的
な
人
間
観
を
箴

言
集
に
し
た
の
が
、
ラ
・
ロ
シ
ュ

フ
コ
ー
で
あ
っ
た
。

　
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
家
は
、
六

百
年
続
く
名
門
武
闘
派
貴
族
で

あ
っ
た
。
こ
の
『
箴
言
集
』
を
上

梓
し
た
の
は
、
一
族
の
二
十
一
代

目
に
当
た
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
6
世
・

ド
・
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
公
爵
。

彼
の
父
は
、
ル
イ
１
３
世
に
仕
え

た
重
鎮
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
6
世
も
１

６
歳
か
ら
パ
リ
に
移
り
宮
廷
政
治

に
関
わ
る
が
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
「
３
０
年
戦
争
」
の
真
っ
只

中
。
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
家
は

「
高
貴
な
る
義
務
（
ノ
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
）
」
が
課
せ
ら
れ

た
大
貴
族
ゆ
え
、
彼
は
晩
年
に
至

る
ま
で
宮
廷
と
戦
場
を
往
復
す
る

人
生
を
送
っ
た
。
休
戦
期
は
、
宮

廷
に
戻
る
が
、
そ
こ
は
魑
魅
魍
魎

の
陰
謀
や
嫉
妬
が
複
雑
に
絡
み
合

う
伏
魔
殿
。
彼
が
太
刀
打
ち
出
来

る
様
な
世
界
で
は
な
か
っ
た
。
彼

は
、
ル
イ
1
4
世
の
側
近
と
の
抗

争
に
敗
北
し
た
の
を
契
機
に
宮
廷

を
離
れ
、
武
人
か
ら
文
人
へ
と
一

変
し
た
。

　
こ
の
頃
の
パ
リ
は
、
戦
争
も
ひ

と
段
落
し
、
女
主
人
が
一
流
文
化

人
を
自
宅
に
招
き
会
話
を
楽
し
む

社
交
場
「
サ
ロ
ン
」
が
花
盛
り
の

時
代
。
そ
こ
で
は
、
哲
学
や
政
治

が
語
ら
れ
る
一
方
、
詩
や
散
文
の

発
表
も
行
わ
れ
た
。
中
で
も
、
エ

ス
プ
リ
の
効
い
た
箴
言
の
披
露
は

ブ
ー
ム
で
も
あ
っ
た
。
虚
々
実
々

の
人
間
模
様
を
見
て
き
た
フ
ラ
ン

せんとらるライナー食堂車

フランソワ 6 世

ド・ラ・ロシュフコー

フ
ラ
ン
ソ
ワ
6
世
・
ド
・
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
6
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3
～
1
6
8
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「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

東
京
2
0
1
5
年
」
に

も
紹
介
さ
れ
た
神
楽
坂

の
『
東
白
庵
か
り

べ
』
。
こ
の
蕎
麦
の
名

店
か
ら
独
立
し
た
和
久

理
太
志
さ
ん
は
、
昨
年

ソ
ワ
６
世
に
は
、
題
材
は
事
欠
か

な
い
。
彼
は
、
人
間
の
友
情
・
感

謝
・
賛
辞
な
ど
の
美
名
の
裏
に
潜

む
心
理
を
鋭
く
皮
肉
く
る
箴
言
を

書
き
続
け
た
。

　
数
あ
る
う
ち
か
ら
、
私
が
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
二

つ
。
「
お
よ
そ
忠
告
ほ
ど
人
が
気

前
よ
く
与
え
る
も
の
は
な
い
」
。

ウ
ィ
。
と
、
思
わ
ず
フ
ラ
ン
ス
語

で
頷
い
た
も
の
の
自
分
の
こ
と
を

言
わ
れ
て
い
る
様
で
も
あ
る
。
つ

づ
い
て
「
愛
人
に
操
を
立
て
て
い

て
も
、
そ
れ
が
や
せ
我
慢
の
結
果

な
ら
、
不
貞
よ
り
さ
ほ
ど
価
値
が

あ
る
訳
で
は
な
い
」
。
お
お
、
何

た
る
ト
レ
ビ
ア
ン
な
発
想
力
。
面

白
過
ぎ
る
。
ま
ぁ
、
こ
ん
な
調
子

ゆ
え
、
万
人
に
愛
さ
れ
る
書
物
で

は
な
い
が
、
嵌
る
人
は
嵌
る
。
も

し
、
あ
な
た
が
嵌
っ
た
な
ら
ば
一

家
の
成
り
立
ち
か
ら
フ
ラ
ン
ソ
ワ

6
世
の
死
ま
で
を
小
説
に
し
た

『
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
公
爵
傳

説
』
（
堀
田
善
衛
著
・
集
英
社
文

庫
）
も
楽
し
め
よ
う
。
こ
れ
を
読

め
ば
フ
ラ
ン
ソ
ワ
6
世
の
愛
人
ラ

フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が
実
話
を
も

と
に
上
梓
し
た
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥

方
』
（
岩
波
文
庫
）
に
も
興
味
を

抱
く
に
違
い
な
い
。

　
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
。
人
生

の
楽
し
み
方
も
然
り
だ
。
1
7
世

紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
み
た
く

な
っ
た
。

駒
ケ
根
の
『
丸
富
』
で

食
べ
た
蕎
麦
の
美
味
し

さ
に
驚
か
さ
れ
た
彼

は
、
そ
の
場
で
頼
み
込

ん
で
土
日
だ
け
手
伝
う

こ
と
に
。
三
か
月
後
、

和
久
理
さ
ん
の
ひ
た
向

き
な
姿
勢
に
心
打
た
れ

た
ご
主
人
は
、
本
場
東

京
で
勉
強
し
て
来
い
と

送
り
出
し
て
く
れ
た
。

和
久
理
さ
ん
は
会
社
を

辞
め
、
老
舗
『
竹
や

Essay の由来と

なったモンテーニュの

『Les Essais』

　
『
わ
く
り
』
が
目
指
す
の

は
、
粋
な
江
戸
っ
子
が
集
っ
た

様
な
、
お
酒
を
楽
し
め
る
蕎
麦

屋
。
各
種
お
つ
ま
み
は
、
本
場

仕
込
み
の
正
統
派
。
自
然
に
囲

ま
れ
た
恵
那
に
生
ま
れ
育
っ
た

和
久
理
さ
ん
の
夢
は
、
静
か
な

山
間
に
お
店
を
構
え
る
こ
と
。

ひ
た
す
ら
に
蕎
麦
を
打
つ
彼
の

姿
を
見
る
と
、
早
く
そ
の
日
が

訪
れ
る
よ
う
に
と
、
声
援
を
送

り
た
く
な
る
。

　
職
員
൐
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＜問合せ先＞
セントラル建設株式会社
　総務部　内田　
　　　　0573-26-4114　

＜問合せ先＞
Kaneku コーポレーション
　総務部　板津
　　　　0573-26-1811　

ライフケア事業部営業マン

アスコンセンター　試験係／重機オペレーター

住宅営業マン

舗装・土木営業マン　　　　　　

大型ダンプ運転手

土木施工管理技術者

現場職員

ケアマネジャー

建材販売営業マン

知ってて役立つ！生活まめちしきシリーズ　vol.2

せんとらる Station 案内板

『自宅でできる花粉対策』
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☆カーテンを閉めて窓を10㎝程度開ける。

これで、窓を全開にした時より

花粉の侵入を約85％減らすことができます。

☆布団干しは日光のよく当たる室内の窓際に椅子2脚
を背中合わせに置き、布団をその上にかけて干す。
どうしても外に干したい時は、花粉の少ない午前中
に。取り込む際は花粉をよく払い、さらに表面を掃除
機で吸うと効果的です。

花粉飛散の時期

到来・・・

☆掃除をする時は、最初は拭き掃除。掃除機
はゆっくり動かし、タテヨコ十字にかける。
窓際などを重点的に。カーペットは毛並と逆
方向へかけると効果がアップします。

☆寝る時は、枕まわりの半
径1ｍほどを水で少し湿らせ
たティッシュやタオルで拭
き取る。
これにより、就寝時の花粉
の吸い込みを防ぎます。

営業時間　　月曜～土曜日
　　　　　　昼・11:30～14:00（LO・13:30）
　　　　　　夜・17:00～23:00（LO・22:30）

　　　　　　日曜日・祝日
　　　　　　　　11:30～22:00（LO・21:30）
　　　　　　
　　　　　　※売切仕舞

定休日　　　火曜日

鈴木　良彦
す ず き 　　　　    よ し ひ こ
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